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1. はじめに 

 

最近 Web の更新情報を配信する技術として RSS

が注目されている[1]． RSS は Blog やニュースサ

イトの更新情報を配信する XML フォーマットの文

書である．ユーザは RSS を収集することですばや

く最新の情報を得ることができる．RSS を容易に収

集し閲覧するツールとして RSS リーダの開発がさ

れてきた． 

しかし，RSS の技術は概念自体が知られておらず，

その利便性が生かされてない問題がある．また，

従来の RSS リーダを利用するためにはユーザ自ら

RSS を配信しているサイトを探し出し，RSS 配信ペ

ージを登録する必要がある．その問題を解決する

ため BlogPeople[2]や RSS ナビ[3]のように RSS の

ランキングや，カテゴリ別に RSS 配信ページの情

報を提供することが考えられる．さらに，ユーザ

の利用状況から，より好まれるサイトの情報をリ

ーダが提供することによりユーザは多くのサイト

から RSS を探し出す手間を軽減できる． 

そこで本研究では，複数ユーザの利用情報を用

いて RSS サイトの登録を支援する RSS リーダを開

発した．本システムは，複数のユーザによって利

用されるサーバ型の RSS リーダで，ユーザの利用

状況を自動的に記録する．また参照数の多い RSS

サイトやシステム内で頻繁に検索された記事の情

報をユーザに提供することで，登録したい RSS サ

イトを容易に発見できる．本論文では，提案する

RSS リーダの仕組みと動作例を述べる． 

 

2. 提案する RSS リーダ（Pizza）の概要 

 

 RSS リーダは主にアプリケーション型とサーバサ

イド型のものがある．本研究で開発した RSS リー

ダ（Pizza[4]）はサーバサイド型である．サーバ

サイドで RSS の利用情報を管理することで，他の

ユーザが利用している RSS 配信ページを知ること

ができる．図 1 にそのアーキテクチャを示す．ユ

ーザは利用したい複数の RSS 配信ページを Web サ

イトやシステムのランキングからリーダに登録す

る．本リーダはその RSS 文書から見出しとリンク 
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図１．システム全体の流れ 

 

を取得し，ユーザに記事の閲覧を可能とさせる．

また DB に保存された RSS の情報から記事のアドレ

スを取得し，Web 上の RSS サイトを巡回して記事そ

のものを DB に蓄積する． 

 本システムはまた，複数ユーザの利用状況を蓄

積する．これらの蓄積情報をもとにランキングや

記事を検索する機能を提供する．ランキングや記

事検索時に表示された RSS はボタンひとつで簡単

に登録することができる．以降で各機能について

述べる． 

 

2.1. RSS 利用状況の共有 

 

RSS の登録状況から RSS のランキングを作成する.  

図 2 のようにユーザ A，B，C が RSS を登録してい

たとき，ユーザ C は RSS Y を知らないが，ランキ

ングが提供されることによって RSS Y を知ること

ができる．またユーザが，検索やランキング，配

信されている記事を閲覧すると，それが利用情報

としてカウントされる．その情報をもとに記事ラ

ンキングを作成する．したがって，人気のある RSS

の中からより多く閲覧されている記事が上位に表

示される． 

 図 3 は 3 つのランキングを示している．図 3 (1)

のサイトランキングは RSS の配信元の登録数から

生成される．図 3 (2)の記事ランキングはユーザが
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システムを利用して記事を閲覧したときの閲覧数 

 
図 2．ユーザの登録する RSS 

 

 
図 3．ランキング情報 

 

からなる．また，RSS の登録情報をもとに，図 3 

(3)の最近登録されたサイトを表示する．これらを

利用することによって，ユーザは人気のある Web 

サイトや注目されている記事を知り興味のある RSS

配信ページを簡単に登録できる． 

 

2.2. 記事の検索 

 

ユーザはシステムに登録されているすべての RSS

の配信する記事から検索ができる．この検索機能

を用いることでも RSS 配信ページを知ることがで

きる．全文検索の実装には Namazu[4]を利用した． 

 たとえばユーザが記事を閲覧していたとき，そ

れについて他の情報がないか検索をする．検索結

果にはキーワードに関連する記事と RSS 配信ペー

ジのアドレスが表示され，閲覧中に気に入ればそ

のまま登録することができる．図 4 は「津波」を

キーワードに検索を行った結果の例である． 

 

 

 
 

図 4．キーワード「津波」の検索結果 

 

2.3. 嗜好情報の利用 

 

 嗜好情報を利用することで，興味のある RSS の

配信ページを知り登録できる．ユーザはシステム

を利用する際に簡単なアンケートを入力する．ア

ンケート結果から他のユーザとの類似点を探し，

ユーザの嗜好にあった RSS 配信ページの推薦を行

う．たとえば，アンケート結果からユーザがスポ

ーツに興味があることがわかれば，スポーツに興

味がある他のユーザが登録している RSS を推薦す

る． 

 また，ユーザが登録した RSS から嗜好情報を取り

出し，類似点から RSS を推薦する． 

 

3. まとめ 
 
 複数ユーザの利用情報を用いた RSS リーダを作

成した．ユーザの利用情報を共有することにより，

ユーザの RSS 配信ページの探索時間を短縮し，効

率化を図った． 
 今後の開発として，ユーザがより RSS を利用し

やすい環境を構築するため，ソーシャルネットワ

ークとの連携を予定している．また，RSS の記事

から評判情報を抽出するシステムとの連携も行う． 
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